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Range Acoustic Device; LRAD-300X）を音
源とし、音源から発した平面波音波により計
測対象面を励振し、励振時の面上の振動速度
を ス キ ャ ニ ン グ 振 動 計（SLDV: Scanning 
Laser Doppler Vibrometer; Polytec Corp.、 
PSV400-H4）を使用して 2 次元的に計測する。
実際には、測定面上の格子点（約 4 cm ピッ
チ、9 × 9 点、加算平均回数 5 回）で測定し
た。音圧はコンクリート表面での最大音圧が
約 100 dB になるように調節された。音波と
して、500–7100 Hz の周波数帯域のトーンバ
ースト波（パルス長 3 ms、周波数インター









































































p-value = 0.90 > 0.05（有意水準）となり、
健全部の振動エネルギー比の分布は、正規分
布に従っているといえる。この振動エネルギ


















= 0.96、p-value = 0.07 > 0.05（有意水準）と
なり、健全部のスペクトルエントロピーの分
布は、ほぼ正規分布に従っていると言える。





Fig. 6 振動エネルギー比の分布のヒストグラム Fig. 8 スペクトルエントロピーの分布のヒストグラム
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Fig. 10 振動エネルギー比による欠陥部の映像化
（欠陥検出アルゴリズムを適用）
